
 

 

時間割コード：G2B40604 

 

(1) 授業のねらい 

【授業で得られる「学位授与の方針」要素】（全学共通） 

①的確に情報を収集し、理解し、発信する力 

【授業の達成目標】 

・知的財産と法律等により保護される知的財産権に関する基本的な知識を習得し、身近な商

品やサービス等への知的財産権の活用事例とその効果、どのような行為が権利侵害になる

のか理解できるようになる。 

・工業所有権情報・研修館(INPIT)が運営する特許情報プラットフォーム「J-PlatPat」を用

いて、特許・実用新案・意匠・商標の簡単な検索ができるようになる。 

②持続可能な社会を実現するための課題に取り組む力 

 【授業の達成目標】 

・アイデアや創作の成果(知的財産)の本質を理解し、社会課題を解決する考え方や手法につ

いて基本的な知識を習得することができる。 

・大学生として知っておくべき研究倫理の基本的な知識を習得することができる。 

【授業のねらい】 

・研究活動や社会活動に参加するにあたり、大学生として知っておくべき知的財産（発明・

考案・デザイン・商標・著作物・新品種・営業秘密など）と研究倫理の基本的な知識を習得

するとともに、その知識に基づいてグループメンバーと協働して身近な課題の解決(発明の

創出)に取組みます。 

・工業所有権情報・研修館(INPIT)が運営する特許情報プラットフォーム「J-PlatPat」を用

いて、特許・実用新案・意匠・商標の簡単な検索ができるようになる。 

・研究活動に関わる人が知っておくべき研究倫理の基本的な知識を習得することができる。 

 

(2) 授業の概要 

この授業では、①大学生として知っておくべき「知的財産」と、②研究に関わる者として知ら

なかったでは済まされない「研究倫理」について、ゼロから基本的な知識を学びます。①で

は、特許事務所や大学等での実務経験があり、現在、本学の知的財産・ベンチャー支援室長と

して知財実務を担当する講師が、知的財産の種類、保護する法律等の基礎知識に加えて、身近
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な知的財産やニュース等の具体的な事例を教材として用います。また、新たな発明を創出する

グループワークを行い、その成果について特許庁・文部科学省が主催する「パテントコンテス

ト」(9月〆切)に応募し、入賞を目指します。（令和2年度は、2グループが優秀賞に入賞） 

②では、現在、本学の研究コンプライアンス室の副室長として実務を担当する講師が、過去

の事件例を取り上げながら、研究倫理の基礎知識に加えて、これから大学生として研究を行っ

ていく上でのリスクマネジメント法を考えます。 

 

(3) 授業のキーワード 

知的財産、発明、特許、実用新案、意匠、商標、著作物、著作権、新品種、ライセンス、特

許調査、パテントコンテスト、研究倫理、研究不正、利益相反、安全保障輸出管理、生物多

様性条約、秘密保持、グループワーク、実務経験 

 

(4) 授業計画・達成基準 

[スケジュール] 

第１回(4/13)：ガイダンス（なぜ知的財産と研究倫理を学ぶ必要があるのか？） 

第２回(4/20)：特許・実用新案の基礎知識① 

第３回(4/27)：特許・実用新案の基礎知識② 

第４回(5/11)：意匠(デザイン)の基礎知識 

第５回(5/18)：商標(トレードマーク)、育成権(種苗法)の基礎知識 

第６回(5/25)：著作権、営業秘密、研究成果有体物等の基礎知識 

第７回(6/1) ：知的財産のまとめ（ミニテスト、事例に基づくグループ討論） 

第８回(6/8) ：研究倫理の基礎知識 

第９回(6/15)：研究倫理に関する事件例から学ぶ 

第10回(6/22)：知的財産情報の検索・解析・活用（特許・実用新案） 

第11回(6/29)：知的財産情報の検索（意匠・商標調査） 

第12回(7/6) ：知的財産を巡る事件／大学と知的財産（技術移転、大学発ベンチャー企業）  

第13回(7/13)：グループワークの中間発表 

第14回(7/20)：大学生活で必要な知的財産と研究倫理の知識（本講義のまとめ） 

第15回(7/27)：グループワークの最終発表、授業アンケート 

  

[課題レポート] 

毎講義の最後に授業内容に関する課題レポートを出します。次の講義前日までに提出して

ください。第1回－5回、第7回－8回までは知的財産・研究倫理に関する知識の定着を目的と

して、身近な知的財産を探したり、ニュース等を調べて（A4サイズ・1枚）にまとめてもら

います。第9回－12回は、知的財産情報を検索する基本技術を身に付けてもらうために、特

許情報プラットフォーム・J-PlatPat（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）用いて知的

財産権を調べて（A4サイズ・1～2枚）にまとめてもらいます。課題レポートは様式を準備し



 

 

ます。また、課題レポートで取上げた発明等について特許公報等の情報をできるだけフィー

ドバックします。 

[ミニワーク]  

第1回－6回は、後半に講義内容に関連するミニワークを実施します。クイズ形式、ワーク

ショップ形式、ディスカッション形式などゲーム感覚で取り組める内容を予定しています。 

[グループワーク]  

第7回からパテントコンテスト（https://www.patentcontest.inpit.go.jp）の応募に向け

た新たな発明を創出するグループワークを実施します。具体的には、第7回－8回にグループ

で解決する課題を設定し、アイデアを練って具体的な発明品を創出していきます。 

第13回に発明概要シート（A4サイズ・1～3枚）に基づく中間発表を行ってもらいます。他

の受講生からのフィードバックを受けて発明を練り直し、第15回までにパテントコンテスト

の申請書と、プレゼン資料を作成し、最終発表してもらいます。最終発表には、元・企業の

知財担当者や弁理士などの知財専門家を審査員(2～3名)としてお招きし、評価してもらいま

す。 

 

(5) 成績評価の方法 

毎回の課題レポート      55点（5点×11回） 

第7回ミニテスト（選択式）   15点 

グループワーク        30点（中間発表：10点、最終発表：20点） 

       

(6) 成績評価の基準 

［課題レポートの評価基準（5点満点）］ 

・課題の意図・授業内容を理解して適切な回答ができていれば、3点。 

・適切な日本語、文章表現、論理展開等により分かりやすく説明できていれば、2点。 

［ミニテストの評価基準（15点満点）］ 

  ・各問について4つの選択肢から正しい回答ができていれば、1点。全15問。 

 ［グループワークの評価基準（30点満点／グループ全員同じ評価とします）］ 

中間発表（10点）：発明概要シートの各項目の記載が、教員を感心させるレベルならば5

点。よく練られていれば4点。適切であれば3点。不十分であれば2点。プレゼンテーション

が、特に優れていれば5点。適切であれば4点。不十分であれば2点。 

最終発表（20点）：パテントコンテストの応募書類の記載が、教員を感心させるレベルな

らば10～9点。よく練られていれば8～7点。適切であれば6～5点。不十分であれば4～3点。

プレゼンテーション＆質疑応答が、特に優れていれば10～9点。適切であれば8～6点。不十

分であれば5～3点。 

※受講生による投票により、上位1/4に入ったグループには最大5点。1/4未満～1/2に入った

グループには最大3点を加点。（30点満点を上限として加点します） 

 

【最終評価（100点満点）】 



 

 

  期末時に課題レポート、ミニテスト、グループワークの合計点に基づいて評価を行いま

す。 

90点以上は、秀（授業の達成目標の水準から見て卓越している）。80点以上は、優（授業

の達成目標の水準よりかなり上にある。70点以上は、良（授業の達成目標の水準よりやや

上にある）。60点以上は、可（授業の達成目標の水準にある）。59点以下は、不可（授業

の達成目標の水準にない）。 

 

(7) 事前事後学習の内容 

【60時間以上の時間外学習が必要となります】 

・毎回の講義の最後に課題レポートを課します。課題は、身の回りの知的財産を探したり、

調べてもらう内容となります。日頃からどんな製品やサービスに知的財産が活用されてい

るのか、ヒット商品のウラにある企業戦略などを意識するようにしてください。 

・毎回の講義で、授業内容の理解を深めるために役立つWebサイト、書籍、報告書、テレビ

番組等を紹介します。可能な範囲で確認して復習するようにしてください。 

・授業時間内にグループワークの時間を少し設けますが、グループでの議論や作業の多くは

授業外で行うことになります。 

 

(8) 履修上の注意 

・講義資料等は、毎回の授業後にe-ALPSにアップします。復習に活用してください。 

・出席は、学生証による出席確認システムを利用します。授業開始後30分後から遅刻とし

ます。 

・グループワークは、授業時間外にグループメンバーで話し合って、役割分担や協働して作

業を進める必要があります。 

・パテントコンテストに入賞した場合、特許事務所(弁理士)の指導を受けながら出願書類を

作成して学生さんの名義で特許出願を行います(令和4年 2月頃)。特許出願と権利化に係

る費用はパテントコンテストの主催者が負担します。 

 

(9) 質問、相談への対応 

・質問や相談は授業中、もしくは、授業の前後に受け付けます。 

・授業時間外は、kirico@shinshu-u.ac.jpまたはTEL: 0263-37-3529（URA室）まで連絡くだ

さい。 

・知的財産管理技能士(1級～3級)、弁理士などの知財関連の資格取得についても相談にのり

ます。 

 

【教科書】 

 指定しない。 

【参考書】 

 必要に応じて授業の中で紹介します。 


